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景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
３
in
越
前

「
景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
３
in
越
前
町
」
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
入
賞
さ
れ
ま
し
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

インスタ
グラムの部
優秀賞

　

２
０
２
２
年
、
２
０
２
３
年
で
開
催
し
た
景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
県
内
外
か
ら
写
真
の
部
２
０
１
点
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
部
３
９
０
点
、
総
数
５
９
１
点
の
越
前
町
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
写
真
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

越
前
町
に
は
、
心
癒
や
さ
れ
る
自
然
の
風
景
や
伝
統
的
建
造
物
、
農
林
水
産
業
の
暮
ら
し
の
風
景
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
景
観
が
数
多
く
あ
る
こ
と
が
再
発
見
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
入
賞
作
品
を
掲
載
し
た
景
観
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
広
報
活
動
な
ど
で
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
越
前
町
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
風
景
を
発
見
、
発
信
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

問
合
せ
先　
都
市
整
備
課　

☎
３
４‒

８
７
０
３

「急傾斜で大変」
室田昇（福井県鯖江市）

photo contest

写真の部

インスタグラムの部

特別賞

準グランプリ

＠ _ioak.m

＠ hidekazu_photo0219

写真の部
テーマ賞

「エボシ山展望台で星空観察」
 加藤英行（福井県永平寺町）

＠ hajime_iwaking.0311 ＠ hiroyuki52867 ＠ fukui_freelylife_happy

＠ gojuryu_kengokan

「夢をのせて」
 向出隆一（福井県福井市）

「房山トンネルの覗き岩」
 早坂英介（福井県越前町）

「稲架掛け」
 奥東江美子（福井県福井市）

＠ naoya.m86

まちなみ景観

「越前みなと大花火」
橋本隆（福井県坂井市）

歴史文化景観

「標高300メートルの旧分校」
 橋谷由香（福井県越前町）

「茅の輪くぐり」
 水嶋正則（福井県越前町）

自然景観 いとなみ景観

「音色はレインボー」
 吉田圭一朗（福井県福井市）

「癒しの時間」
 柴田渚（愛知県名古屋市）

たくさんの人に知ってほしい景観

グランプリ

準グランプリ 「黄昏（たそがれ）」
 渡辺修一（福井県鯖江市）

「眼鏡工場の夜空」
 橋本隆（福井県坂井市）

特別賞

グランプリ

越前町の魅力が伝わり、越前町に行ってみたくなるような景観

＠ koriyurihoko
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３
月
９
日
・
10
日
、
県
営
体
育
館
で
オ
ザ
キ

杯
第
41
回
福
井
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜

新
人
戦
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
は

男
子
1
チ
ー
ム
、
女
子
2
チ
ー
ム
が
ブ
ロ
ッ
ク

予
選
を
通
過
し
出
場
し
ま
し
た
。

　
四
ヶ
浦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は

女
子
の
部
で
準
決
勝
へ
進
出
し
、
選
手
た
ち
は

力
強
い
サ
ー
ブ
で
相
手
の
守
備
を
乱
し
た
り
、

ボ
ー
ル
を
繋
い
で
強
烈
な
ス
パ
イ
ク
を
放
つ
な

ど
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、
見
事
第
3
位

に
輝
き
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】　
女
子
の
部

　
第
3
位　
四
ヶ
浦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

オ
ザ
キ
杯　
第
41
回
福
井
県
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
新
人
戦
大
会

▲第3位　四ヶ浦バレーボールスポーツ少年団のみなさん

　
株
式
会
社
福
井
村
田
製
作
所
宮
崎
工
場
か
ら

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
児
童
用
熊
除

け
鈴
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
3
月
25
日
に

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
同
社
の
野
路
岳
工
場
長
か

ら
「
子
ど
も
た
ち
が
安
心
安
全
に
登
下
校
で
き

る
よ
う
、
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
熊
除
け
鈴

１
５
０
個
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
贈
い
た
だ
い
た
熊
除
け
鈴
は
、
町
内
の
新

１
年
生
に
入
学
式
で
配
布
し
、
児
童
の
登
下

校
の
熊
対
策
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 児

童
用
熊
除
け
鈴
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

▲㈱福井村田製作所宮崎工場 野路工場長（右）▲福井エフエム放送㈱ 堀社長（右）

　
福
井
エ
フ
エ
ム
放
送
株
式
会
社
か
ら
、
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
啓
発
運
動

「
音
で
守
ろ
う
、
小
さ
な
命　

キ
ッ
ズ
用
防
犯

ブ
ザ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
21
年
間
に
わ
た
り
防
犯
ブ

ザ
ー
が
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
3
月
25
日
に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
同

社
の
堀
謙
社
長
か
ら
「
新
小
学
1
年
生
の
安
全

な
登
下
校
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
防
犯
ブ

ザ
ー
１
４
５
個
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
、
大
人

の
み
な
さ
ん
も
ブ
ザ
ー
の
音
が
聞
こ
え
た
ら
駆

け
つ
け
る
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
用
防
犯
ブ
ザ
ー
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　
３
月
24
日
か
ら
27
日
、鶴
見
緑
地
球
技
場（
大

阪
府
）
で
第
58
回
西
日
本
６
人
制
ホ
ッ
ケ
ー

選
手
権
大
会
が
開
か
れ
、
福
井
県
か
ら
は
小
学

生
の
部
に
男
子
５
チ
ー
ム
・
女
子
２
チ
ー
ム
・

男
女
混
合
１
チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
に
男
子

２
チ
ー
ム・女
子
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

小
学
女
子
1
部
で
は
、
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
決
勝
に
進
出
し
、
名
務
原

ホ
ッ
ケ
ー
オ
レ
ン
ジ
（
岐
阜
県
）
を
相
手
に
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
惜
し
く
も
敗
れ
、
準

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
常
磐
・
糸
生
は
3
位
決

定
戦
に
進
出
し
、
横
田
Ｆ
Ｃ
（
島
根
県
）
を
相

手
に
勝
利
し
、
第
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

中
学
男
子
3
年
の
部
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ 

が
決
勝
に
進
出
し
、
接
戦
を
繰
り
広
げ
、
見
事
、

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
中
学
女
子
3
年
の
部
で
は
、
ｏ
ｎ
ｅ
チ
ー
ム

ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
ゐ
ぇ
ー
ゐ
が
決
勝
に
進
出
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
Ｓ
Ｏ
戦
の
末
敗

れ
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
中
学
男
子
1
部
で
は
、
織
田
中
学
校
が
決
勝

へ
進
出
し
、篠
山・篠
山
東・丹
南・ハ
ー
ツ
（
兵

庫
県
）を
相
手
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
敗
れ
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
中
学
女
子
1
部
で
は
、
朝
日
中
学
校
が
3
位

決
定
戦
へ
進
み
、
立
命
館
（
京
都
府
）
を
相
手

に
勝
利
し
、
第
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

小
学
女
子
１
部

　
準
優
勝　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
第
3
位　
常
磐
・
糸
生
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

中
学
男
子
３
年
の
部

　
優　
勝　

 

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ

中
学
女
子
３
年
の
部

　
準
優
勝　
ｏ
ｎ
ｅ
チ
ー
ム
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
ゐ
ぇ
ー
ゐ

中
学
男
子
１
部

　
準
優
勝　
織
田
中
学
校

中
学
女
子
１
部

　
第
3
位　
朝
日
中
学
校

第
58
回
西
日
本
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

▲優勝した ASAHI のみなさん

　

4
月
7
日
、
織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
第
18
回
越
前
町
長
杯
学
童
野
球
大
会
が
開

か
れ
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
2
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

初
回
、
3
対
3
と
両
チ
ー
ム
得
点
が
並
び
、

実
力
が
拮
抗
し
た
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。
2
回

に
は
、
越
前
が
リ
ー
ド
し
、
朝
日
は
果
敢
に
巻

き
返
し
を
狙
い
ま
し
た
が
、
越
前
が
勢
い
そ
の

ま
ま
に
、
8
対
5
で
見
事
勝
利
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

大
会
結
果

　
優　
勝　
越
前
ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ズ

　
準
優
勝　
朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
18
回
越
前
町
長
杯
学
童
野
球
大
会

▲優勝した越前ニューヒーローズのみなさん

　
3
月
10
日
か
ら
24
日
ま
で
の
10
日
間
、
越
前

町
の
中
高
生
6
人
と
引
率
者
２
人
が
越
前
町

の
友
好
姉
妹
都
市
で
あ
る
、
米
国
ア
ラ
バ
マ
州

モ
ン
テ
バ
ロ
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
滞
在
中
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
日
常
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
が
学
べ
る
「
ア
メ
リ
カ

村
」
や
現
地
で
有
名
な
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
バ
タ
ー
工

場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
元
大
学
生
が
企
画
し
た
モ
ン

テ
バ
ロ
大
学
内
で
の
宝
探
し
や
モ
ン
テ
バ
ロ
中

学
校
で
の
授
業
へ
の
参
加
な
ど
市
民
と
の
交
流

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
交
流
は
、
言
葉
に
困
り
な
が
ら
も

お
互
い
の
こ
と
を
理
解
し
あ
え
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ン
テ
バ
ロ
市
の
生
活

や
風
習
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
て
も
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
越
前
焼
が
縁
と
な
り
続
い
て
い
る
こ
の
交
流

は
、
越
前
町
内
の
中
高
生
が
国
際
感
覚
を
身
に

つ
け
、
将
来
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
事
業
へ
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

越
前
町
内
中
高
生
の
6
人
が
モ
ン
テ
バ
ロ
市
を
訪
れ
ま
し
た

▲アメリカ村の見学の様子▲モンテバロ中学校での交流の様子
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3
月
10
日
、
梨
子
ヶ
平
集
落
で
石
積
み
に
関

す
る
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
越

前
海
岸
の
水
仙
畑
に
関
わ
る
人
々
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
文
化
的
景
観
の
守
り
人
育
成
事

業
の
一
環
で
、
当
日
は
棚
田
水
仙
館
を
会
場
に
、

全
国
各
地
で
石
積
み
修
復
の
指
導
を
さ
れ
て
い
る

（
一
社
）
石
積
み
学
校
の
金
子
玲
大
理
事
か
ら
田

畑
や
家
屋
の
擁
壁
に
使
わ
れ
て
い
る
石
積
み
の
構

造
や
修
理
方
法
な
ど
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
金
子
理
事
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
集

落
内
の
石
積
み
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
か
ら
は
、
石

積
み
修
理
に
対
す
る
熱
心
な
質
問
が
出
た
ほ
か
、

梨
子
ヶ
平
に
初
め
て
来
た
人
も
多
く
、
水
仙
が

咲
く
頃
に
ま
た
来
た
い
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

石
積
み
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲石積みの講話▲赤星さん（中央）と中村さん（中央左）

　
3
月
22
日
、
越
前
町
役
場
で
自
衛
隊
入
隊
者

激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
入
隊
す
る
の
は
、
赤
星
力
登
さ
ん

（
乙
坂
）、
中
村
京
美
さ
ん
（
天
宝
）、
中
山
璃
子

さ
ん
（
金
谷
）
の
3
名
で
、
赤
星
さ
ん
と
中
村
さ

ん
が
激
励
会
に
出
席
し
、
町
長
と
鬼
頭
自
衛
隊
福

井
地
方
協
力
本
部
長
よ
り
激
励
の
言
葉
を
か
け

ら
れ
た
後
、
記
念
品
の
贈
呈
を
う
け
ま
し
た
。

　

赤
星
さ
ん
は
「
一
人
の
人
間
と
し
て
も
自
衛

官
と
し
て
も
成
長
し
て
い
き
た
い
。」、
ま
た
、

中
村
さ
ん
は
「
自
衛
官
と
し
て
し
っ
か
り
と
務

め
て
い
き
た
い
。」と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
自
衛
隊
入
隊
者
激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
3
月
10
日
、
乙
坂
自
治
会
館
で
「
認
知
症
Ｓ

Ｏ
Ｓ
や
さ
し
い
声
か
け
模
擬
訓
練
」
が
開
催
さ

れ
、
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
認
知
症
は
誰
も
が
な
る
可
能
性
の
あ
る
「
脳

の
病
気
」
で
あ
り
、
高
齢
化
が
進
ん
だ
現
代
で

は
と
て
も
身
近
な
病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
講
座
で
は
、
実
際
に
ひ
と
り
歩
き
（
徘
徊
）
で

困
っ
て
い
る
人
を
保
護
し
た
人
の
体
験
談
を
聞
い

た
り
、
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
か
ら
認
知

症
で
困
っ
て
い
る
人
や
道
に
迷
っ
て
い
る
人
を
見

か
け
た
時
の
声
か
け
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
近
所
の
お
年
寄
り
で
も
知

ら
な
い
人
が
多
い
が
、
地
域
活
動
を
通
し
て
関

わ
り
を
広
げ
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
」
な
ど
意

見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ
や
さ
し
い
声
か
け
模
擬
訓
練
を
開
催
し
ま
し
た▲模擬訓練の様子

　
「
一
般
社
団
法
人
越
前
町
観
光
連
盟
」
が
、
令

和
６
年
３
月
29
日
付
け
で
、
観
光
庁
が
定
め

る
「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）」
に
正

式
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
で
は
、
６
団
体
目

と
な
る
正
式
登
録
で
、
丹
南
地
域
で
は
候
補
・

登
録
含
め
て
唯
一
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
な
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、「Destination M

anagem
ent /

M
arketing O

rganization

」
の
略
で
、
地

域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
し
、
地
域
へ
の
誇

り
と
愛
着
を
醸
成
す
る
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵

取
り
役
と
な
る
法
人
で
、
昨
年
３
月
の
候
補

法
人
登
録
以
降
、
観
光
に
よ
る
地
域
振
興
を
推

進
す
る
た
め
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
正
式
登
録
を
受
け
、
今
後
ま
す
ま
す
、
観
光

庁
や
県
な
ど
の
関
係
部
署
と
の
連
携
が
強
化
で

き
、
事
業
推
進
な
ど
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

観
光
振
興
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
や
、
持

続
可
能
な
地
域
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
登
録
名
】
一
般
社
団
法
人
越
前
町
観
光
連
盟

　
　
　
　
　
通
称
：
Ｄ
Ｍ
Ｏ 

Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ

【
構
成
会
員
】

　
旅
館
・
民
宿
、
飲
食
店
、
窯
元
、
観
光
施
設
、

小
売
店
、
交
通
事
業
者
、
農
林
水
産
業
な
ど

【
お
も
な
役
割
】

　

観
光
情
報
の
発
信
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー

タ
の
収
集
分
析
、
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
、
教

育
旅
行
の
誘
致
、
地
域
の
観
光
を
担
う
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
育
成
、
受
け
入
れ
環
境
の
改
善　
な
ど

「
一
般
社
団
法
人
越
前
町
観
光
連
盟
」
が
、
国
が
定
め
る

観
光
地
域
づ
く
り
法
人（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）に
正
式
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

10月20日（日）にサンドーム福井で開催される「第47回全国育樹祭」式典行事の公募参加10月20日（日）にサンドーム福井で開催される「第47回全国育樹祭」式典行事の公募参加
者を募集しています。式典では福井県出身の俳優 津田寛治さんを迎え、福井の魅力と森林者を募集しています。式典では福井県出身の俳優 津田寛治さんを迎え、福井の魅力と森林
の大切さを伝えるアトラクションを実施しますので、ぜひご応募ください！の大切さを伝えるアトラクションを実施しますので、ぜひご応募ください！
詳しくは詳しくは　第47回全国育樹祭　第47回全国育樹祭

開催日時 	 10月20日（日）9時20分～ 12時00分（予定）
　　　　　　　※当日券はありません。参加希望の方はご応募ください。

会　　場 	 サンドーム福井（越前市瓜生町5-1-1）
募集人数 	 400人程度
応募締切 	 6月3日（月）まで

問合わせ・申込先 	 第47回全国育樹祭参加者申込受付デスク
（株式会社 JTB ビジネストランスフォーム内）☎03-4446-2444（営業時間：平日10時～ 17時） fukui2024_ikujyu@jbx.jtb.jp

全国育樹祭は、継続して森を守り育てることの大切さを普及啓発するため、全国植樹祭を開催
したことのある都道府県において、国土緑化推進機構と開催県の共催で毎年秋季に
行われています。今回は、本県で平成21年に開催された第60回全国植樹祭におい
て天皇皇后両陛下がお手植えされた樹木が皇族殿下によりお手入れされ、皇族殿下
によるお言葉や各種表彰、参加者の育樹活動等の行事が行われます。

第４７回全国育樹祭「式典行事」の第４７回全国育樹祭「式典行事」の
参加者を募集しています！参加者を募集しています！

公式Instagram公式HP

にぎわいイベント情報道の駅「越前」

日　時	 5月3日（金）

内　容	 朝どれワカメを
	 一株まるごとさばいて食べよう！

料　金	 おひとり800円（税込）

場　所	 越前おとと Labo

越前わかめ体験

日　時	 5月3日（金）、4日（土）、
	 5日（日）、6日（月）
	 午前9時〜午後4時

参加条件	 入館されたお子様
	 （入館料は別途必要）

場　所	 越前がにミュージアム

かに太郎を探せ！
　　～集まれこどもたち～

日　時	
5月3日（金）、4日（土）

道の駅「越前」に
　キッチンカーが来るよ！

日　時	 5月12日（日）
	 午前10時〜午後3時
内　容	 越前焼マーカー絵付け体験
料　金	 フリーカップ1,000円～
	 マグカップ1,500円
場　所	 道の駅越前エントランス

出張！福井県陶芸館

広報 えちぜん7 令和 ６ 年 ５ 月号 広報 えちぜん 6令和 ６ 年 ５ 月号

えちぜんまちの話題をお届けします!町からのお知らせ



DX推進室 室長(兼)
津田豊申

室長補佐
水島伸也

課員
木村良太☎34‒8701

総務課

課長
津田豊申

課長補佐(人事)
河瀬慎人

課長補佐（行政）
小道世知紀

課員
坂下由美子・鈴木亜紀子・堀内文夫
齋藤　尭・山川恭佳

課長補佐(秘書)
笠川晃央

課付
上坂健太郎・嵯峨通予
運転手
松村　修

事務補助員(兼)
神谷宗典

☎34‒8700

住民環境課
課長
岡田正一

課長補佐（住民）
轟久美子
課長補佐（環境）
木原尚裕

課員
後藤邦枝・和田幸也・中倉京子
奥山友梨香・山下祥兵・橋本かれん

☎34‒8708

会　計　課 課長(兼)
佐々木直人

課長補佐
松島顕子

課員
坂下彩音☎34‒8706

都市整備課
課長
尾澤正章

課長補佐(朝日･宮崎)
安井俊幸

課員
山口祐子・水嶋康志郎・加藤条太郎
上平圭太・中島悠太・渡辺晃大
戸田貫太

課長補佐(越前･織田)
福澤秀一☎34‒8703

子育て世代
包括支援センター

センター長（兼）
上坂健一

センター長補佐
菅原多恵

保健師
青木七恵・伊藤郁実
管理栄養士
榎本博美

社会福祉士(兼)
水谷幸奈☎34‒8821

ふるさと納税室 室長（兼）
林　康彦

室長補佐(兼)
山田幸一

課員
水野義之

課員（兼）
畑　千尋☎34‒8714

朝日ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ センター長（兼）
林　康彦

センター長補佐(兼)
山田幸一

課員(兼)
水野義之・青山晴彦☎34‒7771

宮崎ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
川嶋孝史
（地域防災担当）

課員(兼)
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員(兼)
石川智美☎32‒2000

越前ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
畑　優器
（地域防災担当）

課員(兼)
清水英一・大鎌瑞奈

☎37‒1501

織田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
森﨑千春
（地域防災担当）

課員(兼)
北野宗昭・下仲　翔・杉本夕葉

☎36‒1111

課長
山口和美

課長補佐(住宅政策)
山内了輔
課長補佐(移住定住)
髙木裕見子

課員
小山喜世美・大鎌延浩・角谷　心定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長(兼)
藤﨑健一

司書
安井明希子☎32‒7713

議　会
議会事務局長 次長

岡田寿子
書記
安井正樹

総務理事
菅原辰彦

山口隆司

町　長
青柳良彦

副町長

民生理事
荒井基志

スポーツ振興課
課長(兼)
林　和美

課長補佐
竹内敏雄

課員
幸山流気

☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

課長
齋藤健治

課長補佐
宮永裕次

課員
上野孝則・古﨑竜司・牧田茂晴
谷口悦子・山田朋美・増田佑馬
山﨑かんな

商工観光課
☎34‒8720

課長
中村弘和

課長補佐
佐々木桂子

課員
佐々木由里・渡辺大作・小林美夕紀障がい生活課

☎34‒8723

課長
久保義治

課長補佐(農政)
阪下倫夫
課長補佐(農林水産)
三七広樹

課員
山本周二良・鷲田久憲・森下亜希子
下仲順子・吉田卓矢・山口堅悟
小刀称優光・清水彰仁・寺　康太

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
水島博之

産
　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
髙木剛彦

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
出口俊一

派 遣 職 員

福井県
毛利章憲

福井県後期高齢者医療広域連合
大久保佳輝

福井県地方税滞納整理機構(兼)
伊部祐貴

鯖江広域衛生施設組合
山﨑充晃

図書館 館長
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
小辻陽子

館長(兼)
藤﨑健一

学芸員
村上雅紀・菱田百花☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（兼）
林　和美

館長補佐（併）
森﨑千春

課員（併）
北野宗昭・下仲　翔・杉本夕葉

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（兼）
林　和美

館長補佐（併）
畑　優器

課員（併）
清水英一・大鎌瑞奈

☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（兼）
林　和美

館長補佐（併）
川嶋孝史

課員（併）
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員(併)
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
林　和美

次長(兼)
佐々木浩子

課員（兼）
小林宏光・西端沙紀・松田拓巳
橋本聖樺☎34‒2000

生涯学習課
課長
林　和美

課長補佐
佐々木浩子

課員
小林宏光・西端沙紀・松田拓巳
橋本聖樺☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
見谷理奈

管理栄養士
野村晶子・出倉愛実

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
京藤直美☎34‒0061

朝日小学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0031

宮崎小学校 用務員
大川好枝☎32‒2002

織田小学校 用務員
宮川幸代☎36‒0019

国際交流室 室長（兼）
林　和美

室長補佐（兼）
佐々木浩子

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
小林宏光☎34‒8713

教育政策推進室 室長(兼)
岡山克大

室長補佐
杉森　匡

課員
野　哲治・吉田昌史☎34‒8705

学校教育課

課長
岡山克大

課長補佐
北島崇行

課員
森﨑さゆり・森下智晴・水島美奈
佐野七海・三島大樹
指導主事
伊藤章敬☎34‒8716

会計管理者
佐々木直人

課長
松村徹治

課長補佐
伊部茂幸

課員
武田喜之・文室小百合・黒﨑一哉
松田貴之・橘　研吾・村上広樹
竹島康平・松山隼也

上下水道課
☎34‒8707

課長
大矢康一

課長補佐(課税)
河合　智
課長補佐(納税)
中上由美

課員
髙松千鶴・西　益男・黒田麻里
小辻和正・川端雅旭・宮﨑みか
伊部祐貴・宮﨑りの・山内美咲
佐々木わかば

税務課
☎34‒8709

建設理事
原　雅哉

建
　設
　部
　門

会
計
部
門

地域包括
支援センター

センター長（兼）
佐々木訟覚

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
髙島幸恵・黒田とみ子
介護福祉士
水島由紀

保健師
山越加奈子

☎34‒8729

介護福祉課

課長
佐々木訟覚

課長補佐
牛若千鶴

課員
柴矢昌美・竹内美幸・左近知也
久保伶奈・坪内結愛
介護福祉士
姉﨑加奈子

事務補助員
川上清恵☎34‒8715

健康保険課

課長
臥龍岡尊哉

課長補佐
(国保・年金・後期高齢)
山田宗治

課員
上山和美・井上真穂・堀隆弘・古川綺乃

課長補佐(健康増進)
伊部由三

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
芝田優子☎32‒2323

宮崎児童館 館長
芝田優子

主任児童厚生員
齋藤忠良☎32‒2323

小曽原保育所 所長
松葉雪枝

保育士
谷口万絵・近藤泰子・佐々木葵・山本咲希☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
高原律子

保育士
小荒繁美・堀　京子・青山裕美・三村彰信
与坂悠子・酒井基圭☎32‒2067

朝日南保育所
所長
青山美智代

保育士
谷口育代・月田有香・永谷沙織・鈴木知恵
八田あずさ・黒田春佳☎34‒1614

朝日西保育所
所長
北島優子

保育士
福岡沙織・中山貴世・木下祐子
武内英澄・日下結愛☎34‒5602

子ども未来課

課長
上坂健一

課長補佐
木原千晶
児童家庭相談員(兼)
芝田優子

課員
牧田千佳・髙木浩輔・青木佳奈
村上涼花
社会福祉士
水谷幸奈☎34‒8725

宮崎住民サービス室
室長（兼）
岡田正一

室長補佐
川嶋孝史

課員
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員
石川智美☎32‒7711

越前住民サービス室 室長（兼）
岡田正一

室長補佐
畑　優器

課員
清水英一・大鎌瑞奈☎37‒7711

織田住民サービス室 室長（兼）
岡田正一

室長補佐
森﨑千春

課員
北野宗昭・下仲　翔・杉本夕葉☎36‒7711

企画振興課
課長
林　康彦

課長補佐(政策・振興)
山田幸一
課長補佐(公共交通)
中西亜由美

課長補佐(施設整備)
倉橋宏典
課員
青山晴彦・畑千尋

課員(兼)
水野義之

☎34‒8702

財政課 課長
新谷　満

課長補佐
水島友樹

課員
森下千尋・大橋伸也・冨田洋輔☎34‒8711

防災安全課 課長
宮川泰昌

課長補佐
佐々木貴久

課員
正木俊行・加藤愛佳・中村隆文☎34‒8721

図書館越前分館 館長(兼)
藤﨑健一

館長補佐(司書)(兼)
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

会計理事(兼)
佐々木直人

監理課
課長
谷口浩之

課長補佐
大橋直人

課員
牧野正克・小西智弘・佐々木岳大・駒野裕子

☎34‒8719
事務補助員
神谷宗典

保健師
木下里美・岡田明代・増田潤一郎
久保田菜七子
管理栄養士
宮下拓翔

(一社)越前町観光連盟
清水拓郎

(一財)越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介

(福)海楽園
石田和也

DX推進室 室長(兼)
津田豊申

室長補佐
水島伸也

課員
木村良太☎34‒8701

総務課

課長
津田豊申

課長補佐(人事)
河瀬慎人

課長補佐（行政）
小道世知紀

課員
坂下由美子・鈴木亜紀子・堀内文夫
齋藤　尭・山川恭佳

課長補佐(秘書)
笠川晃央

課付
上坂健太郎・嵯峨通予
運転手
松村　修

事務補助員(兼)
神谷宗典

☎34‒8700

住民環境課
課長
岡田正一

課長補佐（住民）
轟久美子
課長補佐（環境）
木原尚裕

課員
後藤邦枝・和田幸也・中倉京子
奥山友梨香・山下祥兵・橋本かれん

☎34‒8708

会　計　課 課長(兼)
佐々木直人

課長補佐
松島顕子

課員
坂下彩音☎34‒8706

都市整備課
課長
尾澤正章

課長補佐(朝日･宮崎)
安井俊幸

課員
山口祐子・水嶋康志郎・加藤条太郎
上平圭太・中島悠太・渡辺晃大
戸田貫太

課長補佐(越前･織田)
福澤秀一☎34‒8703

子育て世代
包括支援センター

センター長（兼）
上坂健一

センター長補佐
菅原多恵

保健師
青木七恵・伊藤郁実
管理栄養士
榎本博美

社会福祉士(兼)
水谷幸奈☎34‒8821

ふるさと納税室 室長（兼）
林　康彦

室長補佐(兼)
山田幸一

課員
水野義之

課員（兼）
畑　千尋☎34‒8714

朝日ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ センター長（兼）
林　康彦

センター長補佐(兼)
山田幸一

課員(兼)
水野義之・青山晴彦☎34‒7771

宮崎ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
川嶋孝史
（地域防災担当）

課員(兼)
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員(兼)
石川智美☎32‒2000

越前ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
畑　優器
（地域防災担当）

課員(兼)
清水英一・大鎌瑞奈

☎37‒1501

織田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
森﨑千春
（地域防災担当）

課員(兼)
北野宗昭・下仲　翔・杉本夕葉

☎36‒1111

課長
山口和美

課長補佐(住宅政策)
山内了輔
課長補佐(移住定住)
髙木裕見子

課員
小山喜世美・大鎌延浩・角谷　心定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長(兼)
藤﨑健一

司書
安井明希子☎32‒7713

議　会
議会事務局長 次長

岡田寿子
書記
安井正樹

総務理事
菅原辰彦

山口隆司

町　長
青柳良彦

副町長

民生理事
荒井基志

スポーツ振興課
課長(兼)
林　和美

課長補佐
竹内敏雄

課員
幸山流気

☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

課長
齋藤健治

課長補佐
宮永裕次

課員
上野孝則・古﨑竜司・牧田茂晴
谷口悦子・山田朋美・増田佑馬
山﨑かんな

商工観光課
☎34‒8720

課長
中村弘和

課長補佐
佐々木桂子

課員
佐々木由里・渡辺大作・小林美夕紀障がい生活課

☎34‒8723

課長
久保義治

課長補佐(農政)
阪下倫夫
課長補佐(農林水産)
三七広樹

課員
山本周二良・鷲田久憲・森下亜希子
下仲順子・吉田卓矢・山口堅悟
小刀称優光・清水彰仁・寺　康太

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
水島博之

産
　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
髙木剛彦

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
出口俊一

派 遣 職 員

福井県
毛利章憲

福井県後期高齢者医療広域連合
大久保佳輝

福井県地方税滞納整理機構(兼)
伊部祐貴

鯖江広域衛生施設組合
山﨑充晃

図書館 館長
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
小辻陽子

館長(兼)
藤﨑健一

学芸員
村上雅紀・菱田百花☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（兼）
林　和美

館長補佐（併）
森﨑千春

課員（併）
北野宗昭・下仲　翔・杉本夕葉

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（兼）
林　和美

館長補佐（併）
畑　優器

課員（併）
清水英一・大鎌瑞奈

☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（兼）
林　和美

館長補佐（併）
川嶋孝史

課員（併）
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員(併)
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
林　和美

次長(兼)
佐々木浩子

課員（兼）
小林宏光・西端沙紀・松田拓巳
橋本聖樺☎34‒2000

生涯学習課
課長
林　和美

課長補佐
佐々木浩子

課員
小林宏光・西端沙紀・松田拓巳
橋本聖樺☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
見谷理奈

管理栄養士
野村晶子・出倉愛実

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
京藤直美☎34‒0061

朝日小学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0031

宮崎小学校 用務員
大川好枝☎32‒2002

織田小学校 用務員
宮川幸代☎36‒0019

国際交流室 室長（兼）
林　和美

室長補佐（兼）
佐々木浩子

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
小林宏光☎34‒8713

教育政策推進室 室長(兼)
岡山克大

室長補佐
杉森　匡

課員
野　哲治・吉田昌史☎34‒8705

学校教育課

課長
岡山克大

課長補佐
北島崇行

課員
森﨑さゆり・森下智晴・水島美奈
佐野七海・三島大樹
指導主事
伊藤章敬☎34‒8716

会計管理者
佐々木直人

課長
松村徹治

課長補佐
伊部茂幸

課員
武田喜之・文室小百合・黒﨑一哉
松田貴之・橘　研吾・村上広樹
竹島康平・松山隼也

上下水道課
☎34‒8707

課長
大矢康一

課長補佐(課税)
河合　智
課長補佐(納税)
中上由美

課員
髙松千鶴・西　益男・黒田麻里
小辻和正・川端雅旭・宮﨑みか
伊部祐貴・宮﨑りの・山内美咲
佐々木わかば

税務課
☎34‒8709

建設理事
原　雅哉

建
　設
　部
　門

会
計
部
門

地域包括
支援センター

センター長（兼）
佐々木訟覚

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
髙島幸恵・黒田とみ子
介護福祉士
水島由紀

保健師
山越加奈子

☎34‒8729

介護福祉課

課長
佐々木訟覚

課長補佐
牛若千鶴

課員
柴矢昌美・竹内美幸・左近知也
久保伶奈・坪内結愛
介護福祉士
姉﨑加奈子

事務補助員
川上清恵☎34‒8715

健康保険課

課長
臥龍岡尊哉

課長補佐
(国保・年金・後期高齢)
山田宗治

課員
上山和美・井上真穂・堀隆弘・古川綺乃

課長補佐(健康増進)
伊部由三

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
芝田優子☎32‒2323

宮崎児童館 館長
芝田優子

主任児童厚生員
齋藤忠良☎32‒2323

小曽原保育所 所長
松葉雪枝

保育士
谷口万絵・近藤泰子・佐々木葵・山本咲希☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
高原律子

保育士
小荒繁美・堀　京子・青山裕美・三村彰信
与坂悠子・酒井基圭☎32‒2067

朝日南保育所
所長
青山美智代

保育士
谷口育代・月田有香・永谷沙織・鈴木知恵
八田あずさ・黒田春佳☎34‒1614

朝日西保育所
所長
北島優子

保育士
福岡沙織・中山貴世・木下祐子
武内英澄・日下結愛☎34‒5602

子ども未来課

課長
上坂健一

課長補佐
木原千晶
児童家庭相談員(兼)
芝田優子

課員
牧田千佳・髙木浩輔・青木佳奈
村上涼花
社会福祉士
水谷幸奈☎34‒8725

宮崎住民サービス室
室長（兼）
岡田正一

室長補佐
川嶋孝史

課員
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員
石川智美☎32‒7711

越前住民サービス室 室長（兼）
岡田正一

室長補佐
畑　優器

課員
清水英一・大鎌瑞奈☎37‒7711

織田住民サービス室 室長（兼）
岡田正一

室長補佐
森﨑千春

課員
北野宗昭・下仲　翔・杉本夕葉☎36‒7711

企画振興課
課長
林　康彦

課長補佐(政策・振興)
山田幸一
課長補佐(公共交通)
中西亜由美

課長補佐(施設整備)
倉橋宏典
課員
青山晴彦・畑千尋

課員(兼)
水野義之

☎34‒8702

財政課 課長
新谷　満

課長補佐
水島友樹

課員
森下千尋・大橋伸也・冨田洋輔☎34‒8711

防災安全課 課長
宮川泰昌

課長補佐
佐々木貴久

課員
正木俊行・加藤愛佳・中村隆文☎34‒8721

図書館越前分館 館長(兼)
藤﨑健一

館長補佐(司書)(兼)
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

会計理事(兼)
佐々木直人

監理課
課長
谷口浩之

課長補佐
大橋直人

課員
牧野正克・小西智弘・佐々木岳大・駒野裕子

☎34‒8719
事務補助員
神谷宗典

保健師
木下里美・岡田明代・増田潤一郎
久保田菜七子
管理栄養士
宮下拓翔

(一社)越前町観光連盟
清水拓郎

(一財)越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介

(福)海楽園
石田和也
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DX推進室 室長(兼)
津田豊申

室長補佐
水島伸也

課員
木村良太☎34‒8701

総務課

課長
津田豊申

課長補佐(人事)
河瀬慎人

課長補佐（行政）
小道世知紀

課員
坂下由美子・鈴木亜紀子・堀内文夫
齋藤　尭・山川恭佳

課長補佐(秘書)
笠川晃央

課付
上坂健太郎・嵯峨通予
運転手
松村　修

事務補助員(兼)
神谷宗典

☎34‒8700

住民環境課
課長
岡田正一

課長補佐（住民）
轟久美子
課長補佐（環境）
木原尚裕

課員
後藤邦枝・和田幸也・中倉京子
奥山友梨香・山下祥兵・橋本かれん

☎34‒8708

会　計　課 課長(兼)
佐々木直人

課長補佐
松島顕子

課員
坂下彩音☎34‒8706

都市整備課
課長
尾澤正章

課長補佐(朝日･宮崎)
安井俊幸

課員
山口祐子・水嶋康志郎・加藤条太郎
上平圭太・中島悠太・渡辺晃大
戸田貫太

課長補佐(越前･織田)
福澤秀一☎34‒8703

子育て世代
包括支援センター

センター長（兼）
上坂健一

センター長補佐
菅原多恵

保健師
青木七恵・伊藤郁実
管理栄養士
榎本博美

社会福祉士(兼)
水谷幸奈☎34‒8821

ふるさと納税室 室長（兼）
林　康彦

室長補佐(兼)
山田幸一

課員
水野義之

課員（兼）
畑　千尋☎34‒8714

朝日ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ センター長（兼）
林　康彦

センター長補佐(兼)
山田幸一

課員(兼)
水野義之・青山晴彦☎34‒7771

宮崎ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
川嶋孝史
（地域防災担当）

課員(兼)
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員(兼)
石川智美☎32‒2000

越前ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
畑　優器
（地域防災担当）

課員(兼)
清水英一・大鎌瑞奈

☎37‒1501

織田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
センター長補佐(兼)
森﨑千春
（地域防災担当）

課員(兼)
北野宗昭・下仲　翔・杉本夕葉

☎36‒1111

課長
山口和美

課長補佐(住宅政策)
山内了輔
課長補佐(移住定住)
髙木裕見子

課員
小山喜世美・大鎌延浩・角谷　心定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長(兼)
藤﨑健一

司書
安井明希子☎32‒7713

議　会
議会事務局長 次長

岡田寿子
書記
安井正樹

総務理事
菅原辰彦

山口隆司

町　長
青柳良彦

副町長

民生理事
荒井基志

スポーツ振興課
課長(兼)
林　和美

課長補佐
竹内敏雄

課員
幸山流気

☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

課長
齋藤健治

課長補佐
宮永裕次

課員
上野孝則・古﨑竜司・牧田茂晴
谷口悦子・山田朋美・増田佑馬
山﨑かんな

商工観光課
☎34‒8720

課長
中村弘和

課長補佐
佐々木桂子

課員
佐々木由里・渡辺大作・小林美夕紀障がい生活課

☎34‒8723

課長
久保義治

課長補佐(農政)
阪下倫夫
課長補佐(農林水産)
三七広樹

課員
山本周二良・鷲田久憲・森下亜希子
下仲順子・吉田卓矢・山口堅悟
小刀称優光・清水彰仁・寺　康太

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
水島博之

産
　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
髙木剛彦

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
出口俊一

派 遣 職 員

福井県
毛利章憲

福井県後期高齢者医療広域連合
大久保佳輝

福井県地方税滞納整理機構(兼)
伊部祐貴

鯖江広域衛生施設組合
山﨑充晃

図書館 館長
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
小辻陽子

館長(兼)
藤﨑健一

学芸員
村上雅紀・菱田百花☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（兼）
林　和美

館長補佐（併）
森﨑千春

課員（併）
北野宗昭・下仲　翔・杉本夕葉

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（兼）
林　和美

館長補佐（併）
畑　優器

課員（併）
清水英一・大鎌瑞奈

☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（兼）
林　和美

館長補佐（併）
川嶋孝史

課員（併）
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員(併)
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
林　和美

次長(兼)
佐々木浩子

課員（兼）
小林宏光・西端沙紀・松田拓巳
橋本聖樺☎34‒2000

生涯学習課
課長
林　和美

課長補佐
佐々木浩子

課員
小林宏光・西端沙紀・松田拓巳
橋本聖樺☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
見谷理奈

管理栄養士
野村晶子・出倉愛実

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
京藤直美☎34‒0061

朝日小学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0031

宮崎小学校 用務員
大川好枝☎32‒2002

織田小学校 用務員
宮川幸代☎36‒0019

国際交流室 室長（兼）
林　和美

室長補佐（兼）
佐々木浩子

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
小林宏光☎34‒8713

教育政策推進室 室長(兼)
岡山克大

室長補佐
杉森　匡

課員
野　哲治・吉田昌史☎34‒8705

学校教育課

課長
岡山克大

課長補佐
北島崇行

課員
森﨑さゆり・森下智晴・水島美奈
佐野七海・三島大樹
指導主事
伊藤章敬☎34‒8716

会計管理者
佐々木直人

課長
松村徹治

課長補佐
伊部茂幸

課員
武田喜之・文室小百合・黒﨑一哉
松田貴之・橘　研吾・村上広樹
竹島康平・松山隼也

上下水道課
☎34‒8707

課長
大矢康一

課長補佐(課税)
河合　智
課長補佐(納税)
中上由美

課員
髙松千鶴・西　益男・黒田麻里
小辻和正・川端雅旭・宮﨑みか
伊部祐貴・宮﨑りの・山内美咲
佐々木わかば

税務課
☎34‒8709

建設理事
原　雅哉

建
　設
　部
　門

会
計
部
門

地域包括
支援センター

センター長（兼）
佐々木訟覚

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
髙島幸恵・黒田とみ子
介護福祉士
水島由紀

保健師
山越加奈子

☎34‒8729

介護福祉課

課長
佐々木訟覚

課長補佐
牛若千鶴

課員
柴矢昌美・竹内美幸・左近知也
久保伶奈・坪内結愛
介護福祉士
姉﨑加奈子

事務補助員
川上清恵☎34‒8715

健康保険課

課長
臥龍岡尊哉

課長補佐
(国保・年金・後期高齢)
山田宗治

課員
上山和美・井上真穂・堀隆弘・古川綺乃

課長補佐(健康増進)
伊部由三

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
芝田優子☎32‒2323

宮崎児童館 館長
芝田優子

主任児童厚生員
齋藤忠良☎32‒2323

小曽原保育所 所長
松葉雪枝

保育士
谷口万絵・近藤泰子・佐々木葵・山本咲希☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
高原律子

保育士
小荒繁美・堀　京子・青山裕美・三村彰信
与坂悠子・酒井基圭☎32‒2067

朝日南保育所
所長
青山美智代

保育士
谷口育代・月田有香・永谷沙織・鈴木知恵
八田あずさ・黒田春佳☎34‒1614

朝日西保育所
所長
北島優子

保育士
福岡沙織・中山貴世・木下祐子
武内英澄・日下結愛☎34‒5602

子ども未来課

課長
上坂健一

課長補佐
木原千晶
児童家庭相談員(兼)
芝田優子

課員
牧田千佳・髙木浩輔・青木佳奈
村上涼花
社会福祉士
水谷幸奈☎34‒8725

宮崎住民サービス室
室長（兼）
岡田正一

室長補佐
川嶋孝史

課員
佐々木ひとみ・濵野宏次
事務補助員
石川智美☎32‒7711

越前住民サービス室 室長（兼）
岡田正一

室長補佐
畑　優器

課員
清水英一・大鎌瑞奈☎37‒7711

織田住民サービス室 室長（兼）
岡田正一

室長補佐
森﨑千春

課員
北野宗昭・下仲　翔・杉本夕葉☎36‒7711

企画振興課
課長
林　康彦

課長補佐(政策・振興)
山田幸一
課長補佐(公共交通)
中西亜由美

課長補佐(施設整備)
倉橋宏典
課員
青山晴彦・畑千尋

課員(兼)
水野義之

☎34‒8702

財政課 課長
新谷　満

課長補佐
水島友樹

課員
森下千尋・大橋伸也・冨田洋輔☎34‒8711

防災安全課 課長
宮川泰昌

課長補佐
佐々木貴久

課員
正木俊行・加藤愛佳・中村隆文☎34‒8721

図書館越前分館 館長(兼)
藤﨑健一

館長補佐(司書)(兼)
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

会計理事(兼)
佐々木直人

監理課
課長
谷口浩之

課長補佐
大橋直人

課員
牧野正克・小西智弘・佐々木岳大・駒野裕子

☎34‒8719
事務補助員
神谷宗典

保健師
木下里美・岡田明代・増田潤一郎
久保田菜七子
管理栄養士
宮下拓翔

(一社)越前町観光連盟
清水拓郎

(一財)越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介

(福)海楽園
石田和也

　
３
月
19
日
に
開
か
れ
た
議
会
定
例
会
で
教
育
委
員
会
委
員
に
次
の
方
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員　
春
木　
誠
一
（
内
郡
） 【
再
任
】

　
ま
た
、
4
月
1
日
の
教
育
委
員
会
で
、
教
育
長
の
職
務
代
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

教
育
長
職
務
代
理
者　
春
木　
誠
一

　
４
月
か
ら
新
た
に
11
人
の
先
生
方
が
町
外
か
ら
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

着
　
任
　
校

職
　
　
名

氏
　
　
　
名

旧
　
　
所
　
　
属
　
　
校

朝
日
小
学
校

教

諭

田　

邉　

駿　

弥

新
採
用

〃

〃

大　

味　

真
悠
子

新
採
用

宮
崎
小
学
校

教

諭

塚　

本　

高　

広

小
浜
第
二
中
学
校
（
小
浜
市
）

〃

〃

貴　

下　

斗　

和

新
採
用

萩
野
小
学
校

校

長

中　

橋　

純　

代

中
河
小
学
校
（
鯖
江
市
）

〃

教

諭

芝　
　
　

智　

美

神
山
小
学
校
（
越
前
市
）

朝
日
中
学
校

教

諭

上　

坂　

拓　

也

中
央
中
学
校
（
鯖
江
市
）

〃

〃

吉　

村　

俊　

洋

新
採
用

宮
崎
中
学
校

教

諭

堀　

井　

明　

良

杉
坂
中
学
校
（
福
井
市
）

〃

〃

大　

窪　

貴　

裕

新
採
用

織
田
中
学
校

養
護
教
諭

大　

濵　

実　

生

新
採
用

5　　月 電話番号1㈬ 2㈭ 3㈮ 4㈯ 5㈰ 6㈪

朝
日
地
区

福井総合植物園プラントピア 〇 〇 〇 〇 〇 〇 34-1120
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 〇 〇 〇 〇 〇 〇 34-2850
越前町老人福祉センター「幸若苑」 〇 〇 〇 × × 〇 34-2095
糸生温泉「泰澄の杜」 〇 〇 〇 〇 〇 〇 34-2322

宮
崎
地
区

越前陶芸村文化交流会館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 32-3200
福井県陶芸館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 32-2174
越前古窯博物館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 32-2174
越前焼の館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 32-2199
花みずき温泉「若竹荘」 〇 〇 〇 〇 〇 〇 32-2753
おもいでなファーム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 32-3545
越前町老人憩いの家「陶寿園」 〇 × 〇 〇 〇 × 32-3105

越
前
地
区

道の駅「越前」 〇 〇 〇 〇 〇 〇
37–2360

越前温泉露天風呂「漁火」 〇 〇 〇 〇 〇 〇
越前町観光連盟（観光案内所） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 37-1234
越前がにミュージアム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 37-2626
越前うおいち 〇 〇 〇 〇 〇 〇 37-2500
越前温泉「なぎさの湯」 〇 〇 〇 〇 〇 × 37-0637
越前温泉「道の湯」 × × 〇 〇 〇 〇 37-2260
越前温泉露天風呂「日本海」 × × 〇 〇 〇 〇 39-1126
越前岬水仙ランド 〇 × 〇 〇 〇 〇 37-2501

織
田
地
区

織田文化歴史館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 36-2288
オタイコ ･ヒルズ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 36-2061
悠久ロマンの杜 〇 〇 〇 〇 〇 〇 36-2050

※あくまでも予定ですので、変更する場合がございます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ○：通常営業　　×：休館
※詳しくは各施設へお問合せください。

ゴールデンウィークの施設営業日のご案内

広報 えちぜん11 令和 ６ 年 ５ 月号

町からのお知らせ

広報 えちぜん 10令和 ６ 年 ５ 月号

えちぜん



　

個
人
住
民
税
の
均
等
割
は
、
東
日
本
大
震

災
復
興
基
本
法
に
基
づ
き
、
平
成
26
年
度
か
ら

昨
年
度
ま
で
の
10
年
間
、
臨
時
的
に
年
額
１
，

０
０
０
円
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
賦
課
徴
収
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。そ
の
臨
時
的
措
置
が
終
了
し
、

今
年
度
よ
り
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の

達
成
や
災
害
防
止
な
ど
を
図
る
た
め
、
森
林
整

備
な
ど
に
必
要
な
地
方
財
源
を
安
定
的
に
確
保

す
る
目
的
で
、森
林
環
境
税
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
森
林
環
境
税
は
個
人
住
民
税
と
併
せ

て
徴
収
さ
れ
る
た
め
、
専
用
の
納
付
書
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４-

８
７
０
９

令
和
６
年
度
以
降
の
町
県
民
税
均
等
割
お
よ
び

森
林
環
境
税
に
つ
い
て

税の種類 税　目 令和5年度
まで

令和6年度
以降

国　税 森林環境税 ― 1,000円

県民税 個人住民
税均等割

1,500円 1,000円

町民税 3,500円 3,000円

計 5,000円 5,000円

　
こ
の
制
度
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
就

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
小
中
学
生
の
保
護
者

に
対
し
て
町
が
支
援
を
行
う
制
度
で
す
。

　

保
護
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
所
得
を
審
査

し
、
準
要
保
護
児
童
生
徒
と
し
て
認
定
さ
れ
た

場
合
、
学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
等
の
一
部
な

ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
援
助
を
必
要
と
さ
れ
る
人
は
、
学
校
ま
た
は

学
校
教
育
課
で
申
請
書
を
受
け
取
り
、
記
入
の

上
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
各
学
校
長
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
年
度
の
途
中
で
家
庭
環
境

が
変
わ
っ
た
場
合
な
ど
、
い
つ
で
も
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
１
６

就
学
援
助
費
支
給
制
度
の
お
知
ら
せ

第
三
次
健
康
増
進
計
画

　
第
三
次
計
画
は
「
誰
も
が
健
康
で
暮
ら
し
や

す
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
引
き
続

き
基
本
理
念
と
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
の
増
進
に
取

り
組
む
た
め
の
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を
推
進

す
る
計
画
で
す
。
策
定
に
あ
た
り
、
生
活
習
慣

や
食
に
関
す
る
現
状
を
把
握
す
る
た
め
に
実
施

し
た
意
識
調
査
の
結
果
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

基
本
目
標

①
健
康
寿
命
の
延
伸
・
健
康
格
差
の
縮
小

②
個
人
の
行
動
と
健
康
状
態
の
改
善

③
社
会
環
境
の
質
の
向
上

④
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
を
踏
ま
え
た
健

康
づ
く
り

越
前
町
国
民
健
康
保
険
第
3
期
保
健
事
業
実
施

計
画
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）

　
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
と
は
、
被
保
険
者
の
健

康
の
保
持
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
保
険
者
が
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
保
健
事

業
の
実
施
を
図
る
た
め
に
、
特
定
健
診
の
結
果

や
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
、
介
護
デ
ー
タ
等
を
活
用

し
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
沿
っ
た
保
健
事
業
を
実
施

す
る
た
め
の
計
画
で
す
。

　
平
成
27
年
度
に
第
1
期
計
画
を
策
定
し
、
今

年
度
、
第
3
期
計
画
（
令
和
6
年
度
か
ら
令
和

11
年
度
ま
で
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
脳
血
管
疾
患
、
虚
血
性
心
疾
患
、
糖
尿
病
性

腎
症
に
よ
る
透
析
の
医
療
費
の
伸
び
を
抑
制
す

る
こ
と
を
中
長
期
目
標
と
し
、
高
血
圧
、
脂
質

異
常
症
、
糖
尿
病
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
等
の
対
象
者
を
減
ら
す
こ
と
を
短
期
目

標
に
掲
げ
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
お
よ
び

重
症
化
予
防
に
つ
な
が
る
よ
う
保
健
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
１
０

第
三
次
健
康
増
進
計
画
・
第
3
期
保
健
事
業
実
施
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　
越
前
町
の
水
道
事
業
は
、
人
口
減
少
に
よ
る

水
需
要
の
減
少
や
老
朽
施
設
の
更
新
・
耐
震
化

な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
水
道
事
業
の
実
現

に
向
け
て
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

事
業
計
画
期
間

　
令
和
６
年
度
～
令
和
15
年
度
（
10
年
間
）

主
な
重
点
取
組
項
目

　
施
設
及
び
管
路
の
耐
震
化

　
老
朽
化
施
設
の
更
新

　
配
水
エ
リ
ア
の
再
編

問
合
せ
先

　
上
下
水
道
課　
☎
３
４-

８
７
０
７

越
前
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

　
奨
学
金
を
返
還
し
な
が
ら
働
く
若
者
を
支
援

し
、
定
住
を
促
進
す
る
た
め
「
え
ち
ぜ
ん
町
未

来
へ
つ
な
ぐ
奨
学
金
返
還
応
援
補
助
金
事
業
」

が
昨
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
大
学
等
で
の
修
学
の
た
め
に
借

り
た
奨
学
金
返
還
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業

で
、
は
じ
め
に
補
助
候
補
者
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
も
随
時
認

定
申
請
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
手

続
き
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
補
助
候
補
者
の
認
定
を
受

け
、
補
助
金
の
申
請
要
件
を
満
た
し
た
方
か
ら

補
助
金
の
交
付
申
請
の
お
手
続
き
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

詳
し
い
要
件
や
申
請
方
法
な

ど
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
確
認
す
る

か
、
定
住
促
進
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
定
住
促
進
課　
☎
３
４-

８
７
２
７

若
者
の
奨
学
金
返
還
を
支
援
し
ま
す

　
東
京
圏
の
大
学
を
卒
業
見
込
み
の
学
生
の
就

職
活
動
に
伴
う
交
通
費
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
者

①
東
京
圏
に
本
部
が
あ
る
大
学
の
４
年
生
で

今
年
度
卒
業
見
込
み
の
者

②
就
職
に
伴
い
本
町
に
移
住
・
定
住
す
る
者

対
象
交
通
費　

電
車
代
等
の
交
通
費
の
１
／

２
で
最
大
１
万
５
，０
０
０
円

※
た
だ
し
、６
月
１
日
以
降
の
就
職
活
動
（
選

考
面
接
）
に
伴
う
も
の
が
対
象

　

事
業
の
詳
細
や
申
請
方
法
な
ど
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
定
住
促
進
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
東
京
圏
と
は
、
東
京
都
・
埼
玉

県
・
千
葉
県
・
神
奈
川
県
で
、

条
件
不
利
地
域
を
除
き
ま
す
。

問
合
せ
先

　
定
住
促
進
課　
☎
３
４
ー
８
７
２
７

大
学
生
の
就
職
活
動
を
支
援
し
ま
す
～
令
和
６
年
度
ス
タ
ー
ト
～

LET'S
レ ッ ツ

つるかめ
「つるかめ教室」とは「つるかめ教室」とは
　各集落センター単位で※介護予防サポーターを
中心に実施している体操教室です。地域によって
体操の他にレクリエーションなどを行い、楽しみ
ながら体を動かしている教室です。

※介護予防サポーターとは、体操教室のボランティアです。

　「つるかめ体操」をやってみたい、自分の地区や
団体でも、 「つるかめ教室」をやってみたいと思わ
れる場合、左記までお問い合わせください。一緒
につるかめ教室で健康な身体を作りましょう！　

問合せ先
地域包括支援センター丹生　☎34‒8000
地域包括支援センター　　　☎34‒8729

小倉区のつるかめ教室をご紹介します！小倉区のつるかめ教室をご紹介します！
　小倉区のつるかめ教室は毎週木曜日午前に活動し
ています。介護予防サポーターの掛け声に合わせ、
リンパ体操、つるかめ体操、嚥下体操を行い、時々、
食事会やレクリエーション活動をして楽しんでいま
す。３月にはフレイルサポーターを迎えて「フレ
イルチェック教室」も行い、筋肉量測定などの体力
チェックや、フレイル予防について学びました。

〈 介護予防サポーターさんから一言 〉
平成26年からつるかめ体操を続けています。最近は
地区のみんなが集まることが減っていますが、週に
１ 回みんなで集まって体操やおしゃべりできること
が楽しみです。

▲詳しくはこちら

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
児
童
・
高
齢

者
の
虐
待
な
ど
、
人
権
が
守
ら
れ
て
い
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
身
近
な
生
活
の
中
で
人

権
問
題
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
り
、
困
り
ご
と
や

心
配
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日　
　
時　
６
月
３
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　
　
所　
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
員　
丹
生
地
区
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
０
８

特
設
人
権
相
談
所
を
開
き
ま
す
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地域交流施設整備事業地域交流施設整備事業悠久ロマンの杜改修事業悠久ロマンの杜改修事業

暮らしの館（茅葺の宿）：5棟　　コテージ：10棟
フリーサイト：50サイト
区画サイト：9サイト（R6年度整備）
ＢＢＱ施設：9テーブル

構造：鉄骨造2階建
延床面積（テラス含）：1,351㎡

【施設概要】【施設概要】

【施設概要】【施設概要】

目　　的
　地域交流施設は、地域のコミュニティの活動拠点や商工業拠点など、多機能に活用できる複合型施設
として、町中の賑わいの創出の核となることを目的に建設するものです。

事業の経緯
　当敷地には昭和53年に建設された越前町勤労青少年ホームが
建っていましたが、耐震性がなく、老朽化も著しいことから、平
成29年度から建替えに係る協議を関係団体等と進め、令和2年度
に商店街活性化拠点施設として再整備するための基本計画を策定
しました。その協議の中で、賑わいの創出や地域の交流促進を図
る上で、朝日コミュニティセンターの移転を含めた施設整備への
要望があり、地域コミュニティ機能を併せ持ち、集会施設として
も利用可能な複合施設としての再整備を図ることになりました。
　基本計画をふまえ、令和3～ 4年度には基本設計、令和5年度に
は実施設計と越前町勤労青少年ホームの解体工事を実施し、いよ
いよ令和6年度には、地域交流施設建設に着手します。
　計画の詳細や工事の進捗状況などは、随時掲載し、皆様にお知
らせしていきます。

目　　的
　悠久ロマンの杜の利用者の増加や利便性を高めるため、一部をキャンプ場として活用し魅力アップを
図ります。

事業の経緯
　令和6年4月より悠久ロマンの杜の指定管理者が「㈱オーディオテクニカフクイ」に変更になりました。
指定管理者からのキャンプ事業の提案を受け、悠久ロマンの杜の一部をキャンプ場として活用すること
を決め、整備することになりました。
　今年度はキャンプ場（区画サイト）の整備や、既存施設（コテージ・管理棟など）の改修、来年度以降
建設予定のサニタリー棟の設計を行います。
　なお、4月25日からフリーサイトの営業を開始しています。

▲ 南面イメージパース

地域交流施設

▲ 配置図

天王 川 建設場所建設場所

越前町役場

朝日風月堂
和菓子屋

ファミリーマート

417417 417

184

▲ 位置図

【令和6年度建設費用】【令和6年度建設費用】

【令和6年度建設費用】【令和6年度建設費用】

工事費（外構含）：698,097千円
工事監理委託料： 13,310千円
備 品 購 入 費 ： 27,867千円

工　　事　　費：45,000千円
工事監理委託料： 2,500千円
備 品 購 入 費： 3,000千円

総事業費：739,274千円

総事業費：50,500千円

内  

訳

内  

訳

悠久ロマンの杜 フィールドマップ

悠久ロマンの杜
福井県丹生郡越前町笈松44-3
☎36-2050
問合せ先  商工観光課 ☎34-8720

詳細は公式ホームページをご覧ください

Instagram 公式 HP 予約サイト アクセスマップ

R6年度改修 平面図

1階 2階

問合せ先　企画振興課　☎34‒8702

商工会

朝日支所事務室
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  電話でも内容を確認できます  ☎34-1444　☎34-1445　☎34-0866

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

越前消防団　辞令交付式
４月１日、丹生分署で越前消防団の辞令交付式が行われました。
副団長に瀧明史さんが任命され、新体制がスタートしました。
退任された前副団長の氏家鉄也さんをはじめ、21名の前団員の皆様、長きにわたり地域の安心安全のた
めご尽力いただき、ありがとうございました。

地　区 分　団 氏　名

朝 日
１分団

青　柳　尚　樹
須　磨　　　樹

２分団 吉　田　光　志
５分団 渡　辺　晃　大

地　区 分　団 氏　名

宮 崎
２分団 新　谷　悠　斗
３分団 藤　井　浩　司
５分団 下　宮　崇　浩

越 前
３分団 増　田　晴　人
７分団 酒　井　伸　洋

越前消防団　新入団員紹介 （敬称略）

鯖江・丹生消防組合消防吏員採用候補者試験
令和6年度鯖江・丹生消防組合消防吏員採用候補者前期試験を実施します。

※試験案内などは、消防本部および丹生分署、朝日分遣所、越前分遣所に設置してあるほか、
　ホームページからもダウンロードできます。
※詳しくは、鯖江・丹生消防組合ホームページまたは総務課まで確認して下さい。

問合せ先　鯖江・丹生消防組合　総務課　☎54‒9110（平日8：30～ 17：15）

受 付 期 間 　令和6年5月15日（水）～ 5月31日（金）
第一次試験 　令和6年6月16日（日）

問合せ先  鯖江・丹生消防組合消防署
　　　　  丹 生 分 署　☎36‒0119
　　　　  朝日分遣所　☎34‒0119
　　　　  越前分遣所　☎37‒0119
　　　　  http：//www.fd-sabaenyu.jp/

鯖江・丹生消防組合公式 SNS
越前消防団
団員募集中
消防団に入って、

越前町を守ってみませんか？

実施区分 採用人数 受験資格・要件
消防吏員 A
（一般） 2人程度 大学・短大卒業程度の学歴を有する人

平成6年4月2日～平成17年
4月1日までに生まれた人消防吏員B

( 救急救命士 ) 2人程度 救急救命士資格を有する人または、
令和7年3月末までに取得見込みの人

予算規模

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額

一般会計 123億1,000万円 25億6,397万8千円 148億7,397万8千円

特別会計 62億143万2千円 1億976万5千円 63億1,119万7千円

事業会計 7億4,037万3千円 △116万7千円 7億3,920万6千円

合　　計 192億5,180万5千円 26億7,257万6千円 219億2,438万1千円

財産の現在高
種　　　　　別 現　在　高

公  

有  

財  

産

土 地 2,775,783㎡
建 物 204,887㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,580㎡
有 価 証 券 9,700千円
出資による権利 643,022千円

基
金
一 般 会 計 7,528,120千円
特 別 会 計 545,517千円

特別会計、事業会計の収支の状況

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B/A

支出済額
C

支出率
C/A

国民健康保険事業 2,305,224 2,156,839 93.6% 2,131,499 92.5%
介 護 保 険 事 業 2,396,720 2,072,742 86.5% 2,098,663 87.6%
後期高齢者医療事業 331,138 326,303 98.5% 293,040 88.5%
簡 易 水 道 事 業 423,184 404,798 95.7% 364,862 86.2%
公 共 下 水 道 事 業 540,644 516,101 95.5% 511,735 94.7%
集 落 排 水 事 業 257,558 242,526 94.2% 220,066 85.4%
温 泉 事 業 31,281 17,523 56.0% 29,732 95.0%
農林漁業体験実習館事業 25,411 11,507 45.3% 23,016 90.6%
土地区画整理事業 37 0 0.0% 0 0.0%
合　　　　　計 6,311,197 5,748,339 91.1% 5,672,613 89.9%

■特別会計の収支の状況	 （単位：千円）

会 計 名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D／C

上水道事業
収益的収支 234,705 236,333 100.7% 234,705 214,671 91.5%
資本的収支 96,900 95,663 98.7% 153,724 152,379 99.1%
合　　　計 331,605 331,996 100.1% 388,429 367,050 94.5%

国民健康保険
病 院 事 業

収益的収支 156,130 153,840 98.5% 156,130 148,667 95.2%
資本的収支 98,944 102,344 103.4% 194,647 191,368 98.3%
合　　　計 255,074 256,184 100.4% 350,777 340,035 96.9%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金などで
補てんしました。

■事業会計の収支の状況	 （単位：千円）

一般会計の収支の状況

科　　　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／A

町 税 2,211,717 2,288,657 103.5%
地 方 譲 与 税 等 689,777 727,481 105.5%
地 方 交 付 税 5,628,931 5,734,858 101.9%
交通安全対策特別交付金 1,400 1,179 84.2%
分 担 金 及 び 負 担 金 98,511 95,287 96.7%
使 用 料 及 び 手 数 料 75,785 71,668 94.6%
国 庫 支 出 金 1,339,703 1,190,847 88.9%
県 支 出 金 1,083,809 550,762 50.8%
財 産 収 入 131,040 98,309 75.0%
寄 附 金 1,159,212 1,040,300 89.7%
繰 入 金 1,433,047 1,367,656 95.4%
繰 越 金 622,392 622,393 100.0%
諸 収 入 103,754 87,574 84.4%
町 債 294,900 0 0.0%
歳　入　合　計 14,873,978 13,876,971 93.3%

科　　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B／A

議 会 費 98,672 96,670 98.0%
総 務 費 1,964,484 1,732,569 88.2%
民 生 費 3,856,788 3,340,743 86.6%
衛 生 費 1,273,873 1,185,912 93.1%
労 働 費 73,222 65,781 89.8%
農 林 水 産 業 費 636,693 556,678 87.4%
商 工 費 749,503 701,779 93.6%
土 木 費 978,274 706,702 72.2%
消 防 費 504,720 495,238 98.1%
教 育 費 1,355,387 1,159,949 85.6%
公 債 費 1,460,277 1,459,044 99.9%
諸 支 出 金 1,764,300 1,657,290 93.9%
予 備 費 10,000 0 0.0%
災 害 復 旧 費 147,785 83,363 56.4%
歳 出 合 計 14,873,978 13,241,718 89.0%

■歳入	 （単位：千円） ■歳出	 （単位：千円）

　令和5年度下半期の「一般会計、特別会
計、事業会計の予算規模、収支の状況」と

「財産、町債の現在高」をお知らせします。
　収支の状況は3月31日現在の状況であ
り、出納整理期間 （4月1日から5月31日
まで）の収支は含まれていませんので、決
算状況とは異なります。

令和5年度予算の下半期（3月31日現在）の執行状況などをお知らせします

問合せ先　財政課　☎34‒8711

町債の現在高
区　　　　　分 現　在　高

一 般 会 計 10,618,013千円

特
別
会
計

簡易水道事業 1,440,795千円
公共下水道事業 1,094,523千円
集落排水事業 488,868千円
温 泉 事 業 13,000千円

事
業
会
計

上 水 道 事 業 963,924千円
国民健康保険病院事業 426,200千円
合　　　　　計 15,045,323千円
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陶芸村だより 2024年

5月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝  9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・古窯博物館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

光窯　司辻

わたわたししののいちおいちおしし展展 期　間　５月17日（金）〜7月15日（月祝）
時　間　平日10：00〜16：00
	 休日 9：00〜17：00
場　所　越前焼の館

福井では3年ぶりの個展となる土本夫妻。日々器を作り続けてきた中
でいろいろな挑戦に取り組まれています。今回は焼締、魚々子紋、象
嵌などの食の器、茶器、酒器など約150点が並びます。「使う」という
制限の中で表現されたお二人の仕事をゆっくりとご覧ください。

期　間	 5月18日（土）～
　　6月2日（日）

時　間	 9：00～17：00
　　　（最終入館16：30）
場　所	 福井県陶芸館　

越前焼セレクト
ショップ Clays

料　金	 観覧無料

土本 訓寛・久美子展土本 訓寛・久美子展

期　日	 5 月12日（日）
時　間	 11：00～、13：30～
所要時間	 約 1 時間半
場　所	 福井県陶芸館
　　　　茶苑　大広間

料　金	 2,000円 ( 生菓子2個
　　　　制作・お抹茶付）
キャンセル料	 3日前から100％
定　員	 各回25名
　　　　事前予約優先

期　間	 投票日：
　　　　5月25日（土）・26（日）
場　所	 越前陶芸村文化交流会館

ホール
時　間	 9：00〜16：00
料　金	 観覧無料

「春」恒例の企画展には、越前焼
20窯元（25作家）の新作をはじ
め、約3,000点の作品が一堂に
並んでいます。期間中には「越
前陶芸まつり」も開催され、個性
豊かな窯元作品の数々をお楽
しみいただけます。
期　間	 開催中～6 月2日（日）
場　所	 越前陶芸村文化交流会館

ロビー
時　間	 9：00～17：00
　　　　（最終入館は16：30）
料　金	 入館無料

越前焼窯元展2024越前焼窯元展2024 第2回陶灯展第2回陶灯展
灯りとりコンテスト灯りとりコンテスト

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

越前焼の館　イベント情報 問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

７月に開催する「陶灯展」の灯りとりコンテストを全国から広く募集
しました。大賞作品はご来場の皆様の投票で決定します。あなたが
選ぶ灯りとりは大賞に輝くのでしょうか！投票いただいた方の中か

ら抽選で、越前焼窯元の灯りとり
をプレゼントします。

作家それぞれの作風が楽しめる小さな
個展を常時開催中。普段使いはもちろ
ん贈り物としても最適ないちおしの器
を展示販売しています。5月、6月は光
窯 ( 司辻 )、椿窯 ( 五島 )です。

椿窯　五島

母の日に楽しむ
生菓子作り

母の日にカーネーションの生菓子を作りましょう。お母さんへの
プレゼントとしてもよし、お母さんと一緒に作るもよしです。完成
後はお抹茶と共に手作りの味をお楽しみいただきます。

生涯学習
センター
だより

ハーブ石けんづくり講座

はじめてのスマホ・タブレット講座

　ハーブとエッセンシャルオイルを使った「炭」と
「クレイ（スキンケア用粘土）」の２種類の石けんを
つくりましょう。
　食用の「炭」は体に安全で、余分な皮脂の吸着力
アップが、「クレイ」は毛穴の汚れもしっかり落とせ、
保湿効果も期待できます。

日　時 　6月8日（土）　午後1時～2時30分
会　場 　宮崎コミュニティセンター 　創作工芸室
講　師 　稲葉　美智子 氏
	 （NPO ジャパンハーブソサエティ上級インストラクター）

定　員 　10人
受講料 　1,200円（石けん2種類の材料代として）

申込先 　生涯学習センター宮崎分館　☎32‒7712
締　切 　6月5日（水）

　毎年人気のスマホ・タブレット講座です。基本的な使
い方を先生が丁寧に教えてくださいます。
　今回は、生涯学習センターや体育館、コミュ
ニティセンター等、町内施設の利用申込ができ
る「施設予約サービス」の操作方法も学びます。

日　時 　5月22日（水）、5月23日（木）　
	 午後１時30分～３時30分
会　場 　織田コミュニティセンター　小会議室
講　師 　松下　恵子 氏（パソコンインストラクター）

定　員 　10人（２日とも受講できる人）　
受講料 　無料　 持ち物 　スマートフォンまたはタブレット
申込先 　生涯学習センター 織田分館　☎36-7712
締　切 　5月20日（月）
その他 　宮崎コミュニティセンターでも6月下旬に開催し

ます。（午後1時30分～）詳細は、広報えちぜん
６月号や町ホームページでお知らせします。

• 炭＋ローズマリー（ハーブ）
•クレイ＋パイン（森のかおり）
天然素材のため安心して使えます

今回の石けん

かにの甲羅投げ
かにの甲羅を投げちゃおう ! ターゲ
ットのかごに入れば賞品ゲット !
期　日　5月4日（土）
時　間　10：00 ～12：00（随時）
場　所　越前陶芸公園
料　金　参加無料
定　員　先着100人
対　象　どなたでも

お菓子まき
こどもの日にみんな大好きなお菓子
をまいちゃうぞ ! 子供たち集合 !
期　日　5月5日（日）
時　間　10：00～（整理券配布9：30）
場　所　福井県陶芸館エントランス
料　金　参加無料
対　象　中学生以下　
定　員　先着100人

福井ユナイテッドFC キックターゲット
サッカーボールを3回蹴ってゴールを
決めたら選手カードプレゼント !
期　日　5月3日（金）
時　間　12：00 ～ 15：00　随時
場　所　越前陶芸公園
料　金　参加無料　 対　象　どなたでも期　間　5月3日（金）～6日（月）

時　間　9:00～16:00　 場　所　越前陶芸公園

ついに福井に新幹線がやってきた ! 新幹線、特急、SL など電車の形のお皿を手作りする
特別イベントを開催。越前焼の粘土で自分の好きな電車のお皿を作ってみよう。
期　日　5月5日（日）　　時　間　11:00~　14：00～
場　所　福井県陶芸館　陶芸教室　　料　金　2,000円  
定　員　各回40人　事前予約優先 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

北陸新幹線開業記念 越前焼の電車のお皿を作ろう

宝探し
みどりいっぱいの陶芸公園にお宝が
眠る…！？
期　日　5月6日（月）
時　間　9：00～12：00
　　　　（定員に達し次第終了）
場　所　越前陶芸公園
料　金　参加無料
定　員　先着100 人

▲こちらからも
　お申込みできます
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出会う人昼間は年配我も婆	 林　栄美子
猛暑日はこりごりですと仰ぐ空	 嵐　喜美枝川 柳

開園時間　午前9時〜午後5時（入園受付は午後4時まで）  　入 園 料　大人310円　中高生200円　小学生100円
休 館 日　毎週火曜日（祝日の場合は翌日）　　問合せ先　福井総合植物園プラントピア　☎34–1120

福井総合植物園プラントピアは、平成6年6月1日に開園し、今年で30周年を迎えました。開園を記念し、
6月1日（土）・2日（日）は　入園料が無料となります。当園で栽培した花苗のプレゼントや園内観察会など
家族で楽しめるイベントとなっております。

プラントピア 開園記念日

期　間 	 5月25日（土）～6月10日（月）
時　間 	 午前9時～午後3時
材料費 	 550円（入園料別）
申込み 　お電話にてお申し

込みください。	

期　間 	 5月25日（土）～7月7日（日）
時　間 	 午前9時～午後3時
材料費 	 1,650円（入園料別）
対象年齢 	 10歳～
定　員 	 先着20名
申込み 　お電話にてお申し

込みください。

event information

日　時 　6月1日（土）・6月2日（日）　　入園無料

多肉植物寄せ植え体験教室 ※6月1日（土）のみ開催

講師に多肉Garden*Growの伊豆蔵氏をむかえ、多肉植
物の寄せ植えをします。
時　間　①午前10時30分～正午
　　　　②午後2時～午後3時30分
場　所　植物館2階　第2研修室
定　員　各回15名
参加費　2,000円
申込み　電話にてお申込みくだ
　　　　さい。

福井ボタニカルマルシェ2024
サボテンや多肉植物など植物販売や焼き菓子、
パン、おにぎりなどのフード販売をします。

時　間　午前9時～午後5時
出店品目　塊根植物・アガベ・サボテン・
　　　　多肉植物・雑貨・フード
主　催　TREEVALLEY SABAE

花苗プレゼント
マリーゴールドや多肉植物などの苗を各日先着100名様
にプレゼントします。
時　間　午前9時～　※無くなり次第終了します
場　所　植物園正面エントランス

園内観察会
松本園長による園内観察会
時　間　午後2時30分～午後4時
定　員　各日30名　※荒天時は内容が変わる場合があります

トキソウコンサート ※6月2日（日）のみ開催

福井キッズコーラスファミリーと越前町民混声合唱団
ニューエコーズによるコンサートを行います。
時　間　午後1時30分～午後2時30分
場　所　植物館

プラントピアの30年展
30周年を記念して、これまでのプラントピアを

写真で紹介します。
期　間　6月1日（土）～7月7日（日）
　　　　※期間を延長して開催します。
時　間　午前9時～午後5時
場　所　植物館1階　第1研修室　

野鳥観察会
日本野鳥の会福井県の方が初心者でもわかりやすく指
導します。（双眼鏡の貸出OK）　
時　間　午前9時～午前11時
定　員　各日30名　※荒天時は内容が変わる場合があります

プラントピア　イベント情報

内　　容

館内をまわってスタンプを集めよう！
スタンプを全部集めたらお菓子のプレ
ゼントがもらえます。

※なくなり次第終了と
　なります

館内スタンプラリー
童話シリーズ

5月25日（土）～7月7日（日）
午前9時～午後5時

親子で楽しむクラフト作り
「ハッピーレイニー」

童話リース作り
～ピーターパン～

お問い合わせ先   健康保険課　☎３４－８７１０

各区や団体、グループなど集まりの場に保健師・管理栄養士・健康運動指導士などが出向
き、「健康づくり」をテーマとした講座を行います。皆さんの、からだとこころの健康に
ついて考えるきっかけの場となるようご利用ください。

対　　象 	 町民で構成する団体、グループなど
申込方法 	 希望日の２か月前までに、健康保険課に申請書を提出してください。
講座内容 	 以下のメニューから選択（メニュー以外の講座を希望の場合、ご相談ください。）

項　目 講　座 項　目 講　座

からだ

生活習慣病を予防しよう
こころ

ストレス対処法
健康診断とがん検診について 心の病気と周囲の関わり方
健診結果はどう見るの？

たべる
腸内細菌を育てよう

高血圧や糖尿病の気になること 高血圧予防には減塩
正しい口腔ケア

うんどう
筋力アップ体操

お口の健康は全身の健康 腰痛・肩こり予防と改善
正しい薬の知識
AED の使い方を学ぶ

健康づくり出前講座健康づくり出前講座

普段からできる
健康維持につながる
運動だった

自分の体を見直す
きっかけになった

真剣に体を動かし、
程よい疲れで、楽しく
終了した

知らない間に
塩分を摂り過ぎて
いたと気づいた
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第
36
回　
泰
澄
越
知
山
登
山

　
県
内
の
越
前
焼
窯
元
が
越
前
陶
芸
村
に
一
堂

に
集
結
す
る
「
第
42
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
「
陶
器
市
」
を
は
じ
め
、「
伝
統
工
芸
品
販
売
」

や
「
飲
食
バ
ザ
ー
」、
陶
芸
館
茶
苑
な
ど
で
は

「
さ
つ
き
あ
げ
茶
会
」
や
「
郷
土
芸
能
・
舞
台

発
表
」
も
実
施
し
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
、
利
用
台
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま

す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
5
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

問
合
せ
先　
越
前
陶
芸
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
☎
３
２-

２
０
０
０

第
42
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り
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句の出会い三途の川を渡るまで	 笹下　利行
違反して罰金こりごりした財布	 渡辺　照子川 柳貴方との出会いがあって今がある	 松村　典子

結婚の出会い知らない昔の世	 武藤　久子川 柳

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

産婦健康診査、多胎妊婦産婦健康診査、多胎妊婦
健康診査の助成について健康診査の助成について

子育て世代子育て世代
包括支援センターだより包括支援センターだより

4月から産婦健康診査、多胎妊婦健康診査の公費負担が始まります。

対 象 者	 越前町に住民票があり、令和6年4月1日以降に出産した人※1

助 成 回 数	 1人につき1回まで
助 成 費 用	 1回につき上限5,000円※2

受診票の配布時期　4月１日以前の妊娠届の人→出生届時に配布します。
　　　　　　　　　 4月１日以降の妊娠届の人→妊娠届時に配布します。

対 象 者	 越前町に住民票があり、多胎児を妊娠している人
助 成 対 象	 4月1日以降の妊婦健康診査受診　　助 成 回 数　多胎の妊婦1人につき5回まで　
助 成 費 用	 1回につき上限5,000円※3

受診票の配布時期　4月1日以前の妊娠届の人→対象者へ郵送で配布しています。
　　　　　　　　　 4月1日以降の妊娠届の人→妊娠届時に配布します。

＜産婦健康診査＞
妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援体制を整備するため、出産後間もない時期のお母さん
に対する健康診査の費用を助成します。

＜多胎妊婦健康診査＞
多胎児を妊娠した妊婦さんの経済的負担を軽減するため、妊婦一般健康診査 (公費負担14回 ) に加え、
追加で受診する妊婦健康診査費用を助成します。

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医（午前9時〜午後5時）
 5 月 3 日㈮

織田病院 ☎36-1000
5 月 4 日㈯
 5 月 5 日㈰
 5 月 6 日㈪
 5 月12日㈰ 橘医院 ☎36-0015
 5 月19日㈰ 伊部病院 ☎34-0220
 5 月26日㈰ 藤田医院 ☎34-0044
※事前に医療機関へ電話連絡のうえ、受診してください。

♥ママのおしゃべり会
 5 月28日㈫ 午前 1 0 時～ 11時 越前子育て支援センター

♦無料法律相談会（予約制）
 5 月28日㈫ 午後 1 時～ 4 時 社会福祉センター

♥育児教室（予約制）
 5 月16日㈭

午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター
 5 月23日㈭

♥3歳児健診
 5 月15日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥5歳児健診
 5 月31日㈮ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター 問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710

	 ♥子育て世代包括支援センター	 ☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1〜4土曜・祝日 午前 9 時30分〜午後 2 時まで

♦介護おはなし会（予約制）
 5 月25日㈯ 午後 1 時30分～ 3 時 織田コミュニティセンター

受　付　時　間 健康診査※1 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

5月27日㈪
高佐地区集会施設 午前 9 時～ 10時 ● ●
玉川地区集会施設 午後 1 時30分～ 2時30分 ● ●

5月29日㈬ サンライズ織田
午前 9 時～ 11時 ● ● ●
午後 1 時～ 3 時 ● ● ● ●※受付2時迄

 ※1　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施しています。 ※1　大腸がん検診は全ての会場で検査容器の配布・回収をしています。

♠集団健康診査（予約制）

♦子育てサロン
毎週水、金 午前9時30分～ 11時30分 社会福祉センター

集団検診予約
QRコード

♠心をいやす相談会（予約制） 
 5 月 7 日㈫ 午前 9 時30分～正午 越前町役場

※電話相談になる場合があります。

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第99回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

令和６年度　健康診査、がん検診が始まります

〇対象となる下記の人には、５月に青色の封書またははがきで受診券が届きますので、ご利用ください。

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

＜集団検診予約方法＞
●電話 (0778-34-8710)、WEB、申し込みはがきで予約

をしてください。
●予約日の1週間前までに予約券 ( はがき ) が届きます。

令和６年度の集団検診は５月２７日から実施します。
日程は広報「こころとからだのカレンダー」をご覧く
ださい。

＜個別検診予約方法＞
・指定の医療機関に電話でご予約ください。指定の医療機関は、町ホームページをご覧ください。

　今年度、この受診券を使ってがん検診を受けると、次年度にも受診券が届きます（胃がん、子宮頸がん、
乳がん検診は２年後に受診券が届きます）。がん検診は継続して受診することが大切です。
検診の結果、「要精密検査」となった場合は必ず精密検査を受けてください。

受診券の内容 受診券が届く人 備考

ヤング健診
・20 ～ 39歳の越前町国民健康保険加入

者
（受診券ははがきです）

職場等で健診を受ける機会が
ある人は対象外です。
左記以外の人で、ヤング健診
を希望する人は健康保険課に
ご予約ください。

子宮頸がん検診
・20 ～ 39歳の女性で、昨年度子宮頸が

んを受診していない人（受診券ははが
きです）

※21歳になる女性は無料です

特定健診または長寿健診、各種
がん検診【胃がん、子宮頸がん、
乳がん検診は昨年度未受診者（子
宮頸がん、乳がん検診は女性の
み）】

・40 ～ 74歳の越前町国民健康保険被保
険者

・40 ～ 74歳の上記以外の人で、前年度
に肺がん、大腸がん検診を受けた人、
一昨年度に胃がん、子宮頸がん、乳が
ん検診のいずれかの検診を受けた人

・84歳までの町民で、福井県後期高齢
者医療保険被保険者

職場等で健診を受ける機会が
ある人は対象外です。左記以
外の41歳以上（胃がん検診は
50歳以上）の人で、各種がん
検診の受診を希望する人は「受
診券希望」とご連絡ください。

肺がん検診、大腸がん検診、乳
がん検診、子宮頸がん検診（昨
年度未受診者）、ほか

・40歳になる人（子宮頸がん、乳がん
検診は女性のみ）　※肝炎検査が無料
です。

・41歳になる女性（乳がん検診が無料
です） 職場等で検診を受ける機会が

ある人は対象外です。肺がん検診、胃がん検診、大腸
がん検診、乳がん検診（昨年度
未受診者）、子宮頸がん検診（昨
年度未受診者）、ほか

・50歳になる人（子宮頸がん、乳がん
検診は女性のみ）

※50歳 か ら 胃 が ん 検 診 が 受 け ら れ ま
す。男性は前立腺がん検査ができます

（集団検診のみ）。

ホームページ
QRコード

「集団検診予約」

※1　令和６年3月31日までに出産した方は対象外です。
※2※3　上限額を超えた金額は自己負担となります。
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えちぜん健康な暮らしのために



夕食後フルーツ追加皆で食べ	 山内　千代
お陰様出会いがあって今がある	 山谷　ゆり川 柳まだ迷う長い出会いの五七五	 司辻　文子

よい友と出会いがあって幸せだ	 向当みつ子川 柳

民生委員
はあなたの地区の相談役です

図書館だより

町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

問合せ先

児童書の受賞作品を読んでみましょう
大人の本の文学賞として芥川賞や直木賞が有名ですが、子どもの本にも様々な賞があります。「世界３大絵本賞」と
して「国際アンデルセン賞」「コールデコット賞」「ケイト・グリーナウェイ賞」があります。その中の「コールデコット賞」
について紹介します。この賞は全米図書館協会が主催し、アメリカでその年出版された最も優れた絵本の画家に授与
されます。この賞のもとになったランドルフ・コールデコットの伝記絵本も出版されています。お近くの図書館にな
い場合は、お取り寄せできますので、ぜひ、読んでみてください。

「その絵ときたら！新しい絵本の時代をつくったコールデコット」
ミシェル・マーケル：文 ,　バーバラ・マクリントック：絵

「ホットドック」　　　ダグ・サラティ：作

「おーい、こちら灯台」　………………………… ソフィー・ブラッコール：作
「物語たくさんのお月さま」　…………………… ルイス・スロボドキン：絵
「イースターのたまごの木」　…………………… キャサリン・ミルハウス：絵
「ビークル　ゆめのこどものおはなし」　……… ダン・サンタット：作
「どうしてカは耳のそばでぶんぶんいうの？」�　����������� レオ・ディロン：絵
「つなのうえのミレット」　……………………… エミリー・アーノルド・マッカリー：作　他

伝記絵本

2023年
コールデコット賞

今までの受賞作品

　全国で5月12日から18日までを、民生委員・児童委員の
活動強化週間としています。民生委員・児童委員はお住いの地区の区長に推薦され、

民生委員法に基づいて厚生労働大臣に委嘱されます。非常勤の公務員であり、ボランティアとして活動しています。
皆さんの身近な相談役として、専門機関へのつなぎ役を担っています。

❶社会調査
　担当区域内住民の実態や福祉ニーズを日常的
に把握します。
❷相　談
　住民が抱える課題について、相手の立場にた
ち、親身になって相談にのります。
●❸情報提供
　社会福祉の制度やサービスについて、その内
容や情報を住民に的確に提供します。
●❹連絡通報
　住民がそれぞれのニーズに応じた福祉サービス
を得られるよう、関係行政機関、団体等に連絡し、
必要な対応を促すパイプの役割をはたします。
●❺調　整
　住民の福祉ニーズに対応し、適切なサービス
の提供が得られるように支援します。

❻生活支援
　住民が求める生活支援活動を自ら行い、また支援体
制をつくっていきます。
❼意見具申
　活動を通じて得た問題点や改善策について取りまとめ、必
要に応じて民児協を通して関係機関等に意見を提起します。

民生委員・児童委員には守秘義務があり、相談した方
の秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。

問合せ先　障がい生活課　☎34-8723

民生委員・児童委員活動の民生委員・児童委員活動の❼❼つのはたらきつのはたらき

▲救急救命講習会▲学校訪問の様子

男
女
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と
び
ら

男女共同参画・人権のとびら
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令
和
６
年
度　

地
域
で
の
「
気
づ
き
事
業
」
を
募
集
し
ま
す

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち
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問
合
せ
先
　
総
務
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地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進
の
取
り
組
み
は
、「
イ
キ
イ
キ
と
し
た
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
・
団
体
づ
く
り
」「
性
別
に
関
わ
ら
ず
尊
重
し
合
い
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
し
、
喜
び
や
責
任
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
」
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
、

課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域

が
活
性
化
さ
れ
、
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
が

実
現
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
「
気
づ
き
事
業
」
と
は
、「
男
女
共
同
参
画
っ

て
ど
ん
な
こ
と
？
」
と
い
う
疑
問
に
答
え
、

そ
の
必
要
性
に
気
づ
く
機
会
を
提
供
す
る
講

座
で
す
。
町
で
は
、
講
演
会
や
研
修
会
、
実

技
を
含
む
講
習
会
、
座
談
会
に
か
か
っ
た
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
男
女
共

同
参
画
を
広
げ
る
「
き
っ
か
け
づ
く
り
」
と

し
て
、
地
域
や
団
体
で
「
気
づ
き
事
業
」
を

し
ま
せ
ん
か
？

家庭ごみの正しい分け方・出し方家庭ごみの正しい分け方・出し方

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708

可燃ごみは、台所ごみ、紙くず、布製品、プラスチック製品、革・ゴム製品、木製品、剪定くずなどです。
可燃ごみを出すときには次のことを守ってください。
〇 必ず「町指定ごみ袋」に入れてください。
〇 水道ホースやロープなどの長いものは50cm以内に切断してください。
〇 棒状（剪定枝など）のものは、太さ10cm以内、長さ50cm以内に切断してください。
〇 シート状（レジャーシート、浴衣など）は50cm角以内に切断してください。
〇 紙おむつを捨てるときは、固形物をトイレに流してから捨ててください。
〇 生ごみは完全に水切りしてください。
〇 生ごみのたい肥化・減量化に効果的な、電動式生ごみ処理機・コンポスト・密閉バケツを購入する際の助成制
度があります。詳しくは住民環境課までお問い合わせください。

不燃ごみは、ガラス類・陶器類、金属類、危険物（かみそり・包丁などの刃物類）、小型家電製品などです。
大きさの基準は縦・横・高さのすべてで50cm を超えないものです。基準を超えるものは粗大ごみに出してください。
不燃ごみを出すときは次のことを守ってください。
〇棒状（金属パイプなど）のものは太さ10cm以内、長さ50cm以内に切断してください。
〇薬剤びん・塗料缶などの中身は使い切るか、購入した業者に処分を依頼してください。
　また、船舶用塗料缶は回収しません。
〇傘はビニール・布などは外さずにそのまま出してください。
〇刃物は新聞紙などで包んで出してください。

ごみの正しい分け方・出し方を守って、越前町の環境の保全にご協力をお願いします。

可燃ごみと可燃ごみと
　不燃ごみについて　不燃ごみについて

こんにちは、住民環境課ごみ係です。
今月から隔月で、家庭ごみの正しい分け方・出し方についてお知らせしていきます。

可
燃
ご
み

不
燃
ご
み

第1回第1回第1回
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広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 白球を見事捉えた追加点	 原　　榮子川 柳

　

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜
に
、
４
月
よ
り
新
た
に

キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
悠
久
ロ
マ
ン
の
杜
は
笈
松
地
区
に
あ
り
、
ふ

も
と
か
ら
車
で
15
分
ほ
ど
登
っ
た
山
中
の
谷
間

に
あ
る
た
め
、
夏
で
も
比
較
的
涼
し
い
場
所
で

す
。
今
年
は
、
早
く
も
全
国
各
地
で
夏
日
を
観

測
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
そ
ん

な
暑
い
夏
の
キ
ャ
ン
プ
に
う
っ
て
つ
け
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

キ
ャ
ン
パ
ー
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

キ
ャ
ン
プ
未
経
験
の
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
、
ご
家
族
や
ご
友

人
と
の
楽
し
い
時
間
や
素
敵
な
思
い
出
を
作
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
、

個
人
的
に
は
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
も
お
す
す
め
で
す
。

表
紙
の
写
真

（
敬
称
略
、
4
月
15
日
現
在
）

（
4
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

西
田
中	

酒
井
美
智
子
さ
ん
（
90
歳
）

佐
々
生	

藤
井
の
ぶ
子
さ
ん
（
103
歳
）

乙　

坂	

千
秋　

実
夫
さ
ん
（
75
歳
）

小　

倉	

青
山
あ
さ
を
さ
ん
（
100
歳
）

中　

野	

松
村
知
恵
子
さ
ん
（
66
歳
）

小　

川	

野
村　

静
雄
さ
ん
（
75
歳
）

小
曽
原	

木
原　

忠
男
さ
ん
（
87
歳
）

新　

保	

福
岡　

啓
二
さ
ん
（
87
歳
）

小　

樟	

山
下
美
枝
子
さ
ん
（
92
歳
）

　

厨　

	

仲
保　
　

巖
さ
ん
（
92
歳
）

　

厨　

	

谷
口
チ
サ
ト
さ
ん
（
96
歳
）

　

厨　

	

𫝆
川　

今
雄
さ
ん
（
74
歳
）

大
王
丸	

上
坂
美
智
子
さ
ん
（
97
歳
）

　
人
事
異
動
に
よ
り
、
今
月
号
か
ら
広
報
え
ち

ぜ
ん
の
担
当
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
仕

事
と
は
畑
違
い
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
戸
惑
い
な

が
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
最
中
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
罹
っ
て
し
ま
い
、
か
な
り
ほ
ろ
苦
い

デ
ビ
ュ
ー
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
前
任
の
想
い
を
受
け
継

ぎ
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
身
近
な
広
報
紙
を
目

指
し
つ
つ
、
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
ま
ち
の
情

報
や
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

編
集
後
記

こしの都TV９チャン（デジタル091ch）

5月の越前町関連の番組放送予定

こしの都ネットワークガイド

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　こしの都ネットワーク㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

知ってる人が
出演してるかも? こしの都ネットワーク

キャラクター
けーぶるん

■	こしの都ネットワーク笑顔応援プロジェクト
	 みんなのステージ　越前から始まる恋物語

越前市ゆかりの紫式部をテーマにした舞台で、吟詠
剣詩舞や日舞、箏曲、バレエなどの芸能団体が出演。
総勢108人による華やかなステージをお楽しみく
ださい。 (5月18日～ )

■	釣り情報番組「F JUNCTION」
Fishing・Future・Funなど、様々な「F」が交わる釣り
のエンタメ情報番組。話題の釣り具情報、釣りや魚に
まつわる最新情報などを配信します。

■	越前町いきいき情報局
生活のオトク情報を放送中！
①7:55～ ②12:55～ ③19:55～ ④23:55～

「第42回越前陶芸まつり」
(5月11日～)

「越前町 悠久ロマンの杜に
　　新たにキャンプ場がオープン」
(4月27日～)

西
田
中	

藤ふ
じ
た田　
　

蓮れ
ん

（
純
、
男
）

八
田
新
保	

石い
し
は
ら原　

燈ひ
す
い粋

（
哲
朗
、
男
）

小　

樟	

大お
お
や
な
ぎ

栁　

紬つ
む
ぎ葵

（
海
憂
、
女
）

寺　

家	

河か
わ
か
み上　

結ゆ

か翔
（
祐
太
、
女
）

赤
井
谷	

渡わ
た
な
べ辺　

　

蘭ら
ん

（
将
、
女
）

人口と世帯
（4月1日現在）
※住民基本台帳より

人　口	 19,960 人

　男	 9,750 人
　女	 10,210 人
世帯数	 7,301 戸

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

（前月から94人の減）

なかよしひろば（施設開放）
施設名 実施日 電話番号

朝日西保育所 ★ 5月8日（水） 34-5602

朝日南保育所 ★ 5月21日（火） 34-1614

あ さ ひ 保 育 所 開放なし 34-0081
認 定 こ ど も 園
あさがお保育園 開放なし 34-1110

宮崎中央保育所 ★ 5月17日（金） 32-2067

小曽原保育所 ★ 5月8日（水） 32-2039

陶の谷保育所 ★ 平日午前中随時開放 32-3014
認定こども園 ★西徳寺保育園 　 5月9日（木）・20日（月） 37-1354

四ヶ浦こども園 ★ 平日随時開放 37-0305

織 田 保 育 所 ★ 平日午前中随時開放 36-0160

はぎのこども園 ★ 平日午前中随時開放 36-0396
認定こども園
たいら保育園★ 平日午前中随時開放 36-0251

※★の施設を利用される場合は、お電話にて事前にご連絡ください。

Ｅ
子 

　
こ
ん
に
ち
は
。

学
Ｈ 

　
こ
ん
に
ち
は
。今
回
も
神し

明め

ヶが

谷た
に

須す

恵え

器き

窯か
ま

跡あ
と

に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｅ
子 

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
前
回
、
神
明
ヶ
谷

須
恵
器
窯
跡
は
山
の
斜
面
を
利
用
し
て
造
ら
れ

た
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、な
ぜ
窯
を
山
の
斜
面

に
造
っ
た
の
で
す
か
？

学
Ｈ 

　
そ
れ
は
山
の
斜
面
を
利
用
す
る
こ
と
で
、平
場

に
造
る
よ
り
も
、窯
の
壁
を
作
る
際
な
ど
の
労
力

が
小
さ
く
済
む
か
ら
で
す
。

Ｅ
子 

　
な
る
ほ
ど
！
コ
ス
ト
削
減
っ
て
こ
と
で
す
ね
。

学
Ｈ 

　
そ
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
炎
は
上
に
燃
え
て

い
き
ま
す
。
傾
斜
を
つ
け
る
こ
と
で
、
炎
が
窯
の

上
方
へ
向
か
い
、効
率
よ
く
熱
が
伝
え
わ
り
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、高
温
で
の
焼
き
締
め
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

Ｅ
子 

　

そ
れ
ま
で
は
高
温
で
の
焼
き
締
め
は
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
か
？

学
Ｈ 

　
以
前
の
や
き
も
の
は
、「
野
焼
き
」
と
い
っ
て
、

地
面
に
浅
い
竪た

て

穴あ
な

を
掘
り
、七
〇
〇
～
八
〇
〇
℃

程
度
の
温
度
で
焼
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

割
れ
や
す
く
、
水
を
通
し
や
す
い
性
質
で
し
た
。

一
方
、窯
の
中
で
一
〇
〇
〇
℃
以
上
の
高
温
で
焼

く
こ
と
で
、保
水
性
の
高
い
須
恵
器
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

Ｅ
子 

　
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

学
Ｈ 

　
と
こ
ろ
で
、焚
口
の
近
く
に
い
く
つ
か
の
穴
が

あ
る
の
が
わ
か
り
ま
す
か
？

Ｅ
子 

　
非
常
に
わ
か
り
に
く
い
で
す
が
、確
か
に
焚
口

の
近
く
に
穴
が
あ
り
ま
す
ね
。こ
れ
は
何
の
穴
で

す
か
？

学
Ｈ 

　
そ
の
穴
は
小
屋
の
跡
で
す
。須
恵
器
を
作
る
際

は
、
４
～
６
日
ほ
ど
の
焼
成
日
数
が
か
か
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。焼
成
期
間
中
は
窯
の
様
子
を
ず
っ

と
見
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。雨
の
中
で
も

火
を
焚
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
造
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
。

Ｅ
子 
　
小
屋
ま
で
あ
っ
た
の
で
す
ね
。
須
恵
器
は
、
小

屋
の
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
の
で
す
か
？

学
Ｈ 

　
灰
や
失
敗
品
を
捨
て
る「
灰は

い

原ば
ら

」
や
窯
の
周
囲

か
ら
須
恵
器
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。お
椀
や
皿

な
ど
の
日
用
品
、鉢
や
壺
・
甕
な
ど
の
貯
蔵
具
な

ど
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。多
く
は
失
敗
品
で
し
た
。

Ｅ
子 

　
そ
ん
な
に
失
敗
品
が
多
か
っ
た
の
で
す
か
？

学
Ｈ 

　
発
掘
調
査
当
時
の
記
録
に
は
、リ
ン
ゴ
箱
で
百

箱
以
上
の
須
恵
器
の
破
片
が
出
て
き
た
そ
う
で

す
。

Ｅ
子 

　
多
い
で
す
ね
。須
恵
器
を
作
る
と
い
う
の
は
と

て
も
大
変
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

学
Ｈ 

　
そ
う
で
す
。次
回
も
一
緒
に
神
明
ヶ
谷
須
恵
器

窯
跡
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
124

―
『
神
明
ヶ
谷
須
恵
器
窯
』
編
②  

―

学芸員 H

E 子
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No.232
令
和
6
年
5
月
1
日
発
行

ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録
商標です

町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

町ホームページ
QRコード

（スマートフォン用）

町公式動画チャンネル
QRコード

（スマートフォン用）

町LINE
QRコード

（スマートフォン用）

広報えちぜんは環境
に優しい植物油イン
キを使用しています。

本文には見やすく読み
まちがえにくいユニ
バーサルデザインフォ
ントを採用しています。

輝け！

● 小曽原保育所 ●No.21

おみせやさんごっこ

ドキドキ・わくわく
”楽しい"がいっぱい♡

お茶会

元気いっぱい！！笑顔いっぱい！！
保育所楽しいね♪

ゆきあそび！

やっほ～♪

クッキング

干しガレイ作り

い
ろ
ん
な
お
さか

な
が
い
る
ね
！

いらっしゃい
ませ～♪

おいしく
できるかな♪

これ、ください

さつまいもほり

地域おこし協力隊 吉田隊員の

地域    オリーブ! act.6

　今回はMUSUBILABOのイベントでウ
スヤ食品さんとのコラボ商品をテスト販売
しました。
　大盛況のイベントでコラボ商品も無事完
売。お買い上げありがとうございました。
　令和５年度の活動報告会では、町長様、役場の皆さ
んにオリーブ栽培・コラボ商品開発などを引き続き行
い、地域を盛り上げる活動を頑張ると報告しました。

ウスヤ食品さんと
　　 コラボしました！
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